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研究成果の概要（和文）： 本研究では，スポーツ領域における動作のコツ習得過程で学習者間

の相互作用がコツ習得に与える影響，及び学習者の相互作用に対する優れた指導者の関わりに

ついて明らかにし，最終的に動作のコツの指導モデルを構築することを目的とした．研究の結

果，動作のコツ習得に対する信念を学習者と指導者が共有することによって相互作用の質が高

まり，学習者の動作のコツ習得が促進されることが明らかとなった． 
 
研究成果の概要（英文）： The purpose of this study was to investigate instructional 
strategy for motor skills, which have a tacit knowledge-like nature. The results indicated 
that while instructing tacit knowledge, it was crucial for coaches to have an attitude 
to learn along with students’ epistemological beliefs about motor learning through 
interactions.  
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１．研究開始当初の背景 

 

スポーツ領域において，暗黙知の一種とさ
れる動作のコツは効果的な運動指導に不可
欠なものとして注目されてきた．しかし，こ
れまでの運動学習研究では，学習者の神経メ
カニズムに注目したものが多く，指導者の存
在，学習者の主観的な体験は軽視される傾向
があり，動作のコツについては未だ解明され

ていない点が多い。「よい動作」の物理的な
記述と，その動作を行うために本人が意識し
てやろうとしていることとは一致しない（麓，
2000）ため，神経メカニズムに注目した従来
の運動学習モデルは，実際の指導現場で応用
するのは困難である．また，従来のコツに関
する研究では，コツの自得性，秘伝性に捉わ
れ（金子，1999），「コツをつかむ」ことは一
流選手の特権とされ，元一流選手の指導者を
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対象に，その格言を資料にまとめる試みが行
われてきた．近年，行動主義から認知的構成
主義，社会構成主義へと理論が展開し，学習
の意味が転換し，学習の成立における「学習
者の能動性」や「社会的な相互作用」が重要
視されるようになってきている（鹿毛，2007）．
この学習観の変遷の中で，動作のコツの意味
も，従来の名人のみが伝達可能とされたもの
としてのコツではなく，学習者が他者や環境
との相互作用の中で構築するものとしての
コツと捉えなおす必要がある．本研究におい
て，①学習者同士の相互作用が運動学習に与
える影響，②学習者の相互作用に対する優れ
た指導者の関わりが運動学習に与える影響
の2つの視点から動作のコツについて検討す
ることで，従来の運動学習研究とは異なる視
点，つまり他者との相互作用の中で生まれる
学習者の心的変化から運動学習の成立過程，
並びに動作のコツ指導方法を構築すること
が期待される． 
 

２．研究の目的 

 

本研究の目的は，スポーツ領域における動
作のコツ習得過程で学習者間の相互作用が
コツ習得に与える影響，及び学習者の相互作
用に対する優れた指導者の関わりを明らか
にし，最終的に学習者と指導者の相互作用を
通した動作のコツの指導方法を構築するこ
とである．具体的な研究課題は，以下の２点
である． 

 

研究課題Ⅰ：学習者間の相互作用が動作のコ
ツ習得に与える影響の検討 

まず学習者間の相互作用が動作のコツ習
得に与える影響について，学習者の認識論的
信念から検討した．認識論的信念とは，知識
の性質および獲得法に関する信念である．こ
の認識論的信念を検討する１つの視点とし
て，知識の源（source of knowledge）があ
る．知識の源とは，知識は権威者から与えら
れるものか，それとも学習者が論理的で合理
的な思考によって獲得するものなのかとい
う視点である（Schommer，1990）．研究課題
Ⅰでは，スポーツ領域における優れた学習者
が動作のコツの源に対する信念を調査する
ことにより，学習者が他の学習者との相互作
用をどのように捉え，動作のコツ習得に活用
しているのか，について明らかにすることを
目的とした． 

 
研究課題Ⅱ：学習者間の相互作用に対する指
導者の関わりの検討 

研究課題Ⅱでは，優れた指導者は動作のコ
ツの性質及び獲得法に対してどのような信
念をもち，選手を指導しているのかについて
調査することで，優れた指導者の学習者間の

相互作用に対する関わりについて明らかに
することを目的とした． 
上記２つの研究課題について解明した後，

最終的に動作のコツの指導方法を提案する
ことが本研究の目的である． 

 

３．研究の方法 

 
（１）対象者 
①学習者 
本研究の対象者となる学習者は，次の２つ

の基準により選定した． 
・全国大会優勝など優れた実績を有している

こと 
・専門家集団より高い評価を受けていること 
 上記の基準をすべて満たす学習者23名（新
体操 12名,バスケットボール 11名）を対象
とした．  
②指導者 
本研究の対象者となる指導者は，次の３つ

の基準により選定した． 
・指導する選手，チームが全国大会優勝など
継続的に優れた成績を収めていること 

・指導者歴が 10年以上であること 
・専門家集団より高い評価を受けていること 
 上記の基準をすべて満たす指導者 7名（新
体操 2名，器械体操 2名，バスケットボール
3名）を対象とした． 
 
（２）データ収集及び分析方法 
本研究では，刺激再生法による調査を実施し
た．まず, 刺激再生法の対象となる場面を特
定するために練習場面をビデオカメラで録
画した．また,指導者を対象とした調査では，
練習場面の映像に加え，対象者にワイヤレス
マイクを装着してもらい，発話内容も映像と
同期させて記録した．次に，分析対象とした
場面の画像，映像，及び音声を対象者に提示
しながら，深層的インタビューにより練習中
の意識を深く掘り下げて調査した．尚，調査
は，対象者に対して，調査の目的，データの
使用に関して十分に説明を行い，対象者の同
意のもとで進められた．データ分析は，調査
終了後にインタビューデータをテキスト化
し,質的データ分析法（北村ら，2005）に従
って行った． 
 
４．研究成果 
本研究の成果について，（１）学習者同士の

相互作用が動作のコツ習得に与える影響，（２

）学習者間の相互作用に対する指導者の関わ

り，そして（３）相互作用を通した動作のコ

ツの指導の順で述べる． 

 

（１）学習者同士の相互作用が動作のコツ習

得に与える影響について 

スポーツ領域における優れた学習者の動作



 

 

のコツ習得に対する信念は，「意図的な探索活

動への志向」，「応答的な関係の構築」，および

「関わりを通した省察」の３点から説明され

る．優れた学習者は，動作のコツは他者に与

えられるものではなく，自らの意図的な探索

によって習得するものであるという信念をも

っていた．ただし，優れた学習者の信念は，

他者との関わりを否定するのではなく，他の

学習者や指導者との応答的な関係を築き，そ

の中で自身の動作のコツを省察しながら洗練

化しようとするものであった． 

こうした信念をもとにした学習者同士の相

互作用は，動作のコツ習得過程で，「指標化」

,「気づきの喚起」,及び「洗練化」の影響を

もたらすことが明らかとなった．まず，スポ

ーツ領域における優れた学習者は，言葉で表

現できない動作の感覚を他の学習者の動作と

対応づけて「指標化」し，動作のコツを習得

しようとしていた．また，優れた学習者は，

心理的距離の近い他者との関わりの中で動作

を協同的に省察することを通して動作の感覚

への「気づきが喚起」されていた．さらに,

優れた学習者は，自身の中に取り込んだコツ

を他の学習者の動作やイメージと対比させる

ことで「洗練化」し,さらに質の高いコツを習

得しようとしていた． 

 

（２）動作のコツ習得過程における学習者の

相互作用に対する指導者の関わり 

 優れた指導者の学習者間の相互作用への

関わりは，「学び続ける姿勢」，「自律的な思考

の促進」及び「相互応答的な場の構築」の3

点から説明される．優れた指導者は，考える

素材を一方的に提供するのではなく，学習者

自身に動作の感覚を意味づける機会を設ける

ことで自律的な思考を促していた．また，学

習者が他の学習者と協同的に動作を省察でき

るように応答的な場を構築していた． このよ

うな指導者の関わりの背後には，動作のコツ

は普遍的なものではなく，選手自らが経験を

通して習得するものだという信念があった．

そのため，本研究の対象者は，自身が選手時

代に習得した動作のコツを絶対的なものとす

るのではなく，選手の特性に応じたコツを指

導しようとしていた．そうした信念により，

優れた指導者は，常に「学び続ける姿勢」を

持ち続け，選手が自律的に動作のコツを習い

得できるように支援していることが明らかと

なった． 

 

（３）相互作用を通した動作のコツの指導 

研究課題Ⅰ，Ⅱの結果，本研究の対象者は，

学習者，指導者ともに，動作のコツを普遍的

な知識ではなく進化的な知識であり，学習者

自らの意図的な探索によって獲得するものだ

という信念を有していることが明らかとなっ

た．また，本研究の対象者である学習者は，

他者との相互作用を通して，自身の動作を省

察することで動作のコツを洗練化していた．

指導者と学習者の間で認識論的信念にずれが

ある場合，学習者が不快感を示すことがある

ことが指摘されている（田崎ほか，2008）．し

たがって，本研究の対象者のように学習者と

指導者間で動作のコツに対する認識論的信念

を共有することが望ましいと考えられる．そ

のため，動作のコツを指導する際に，指導者

はまず学習者が動作のコツに対してどのよう

な信念を有しているのか確認する必要ある．

また，指導者自身も動作のコツに対してどの

ような認識論的信念をもつのか自覚的でなけ

ればならない．そして，認識論的信念を学習

者と指導者が共有し，学習者間および学習者

と指導者間の相互作用の質を向上させること

で，学習者の動作のコツ習得が促進される．

これまで動作のコツは,その暗黙知的な性質

から自得性や秘伝性が指摘されてきたが，本

研究の結果，学習者と指導者が信念を通した

新たな指導方法の可能性が示唆された． 
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